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政
府
の
行
政
刷
新
会
議
の

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
Ｗ

Ｇ
）
に
よ
る
水
産
関
係
事
業

に
関
す
る
「
事
業
仕
分
け
」

が
１１
月
１１
日
、
１６
日
及
び
２７

日
に
行
わ
れ
た
。
水
産
庁
か

ら
は
町
田
勝
弘
長
官
、
橋
本

牧
漁
港
漁
場
整
備
部
長
、
本

田
直
久
防
災
漁
村
課
長
ら
が

出
席
し
、
各
事
業
の
目
的
、

必
要
性
、
成
果
目
標
と
実
績

な
ど
を
提
出
資
料
に
基
づ
い

て
説
明
し
た
。
一
方
、
予
算

担
当
部
局
の
財
務
省
か
ら

も
、
各
事
業
の
予
算
見
直
し

に
関
す
る
論
点
を
整
理
し
た

資
料
の
提
出
と
説
明
が
な
さ

れ
、
質
疑
応
答
と
仕
分
け
作

業
が
行
わ
れ
た
。

１１
日
は
第
１
Ｗ
Ｇ
で
港

湾
、
漁
港
、
海
岸
、
河
川
環

境
整
備
事
業
に
つ
い
て
審
議

が
行
わ
れ
、
漁
村
総
合
整
備

事
業
、
海
岸
環
境
整
備
事
業

な
ど
は
、
「
予
算
要
求
の
縮

減
」の
評
価
結
果
と
な
っ
た
。

ま
た
、
１６
日
に
は
水
産
基

盤
整
備
事
業
に
つ
い
て
の
評

価
が
行
わ
れ
、
「
１０
％
程
度

の
予
算
要
求
の
縮
減
」
を
求

め
る
評
価
結
果
と
な
っ
た
。

水
産
基
盤
整
備
事
業
に
係

る
Ｗ
Ｇ
の
と
り
ま
と
め
コ
メ

ン
ト
の
要
点
は
、
「
予
算
要

求
通
り
と
の
意
見
も
あ
っ
た

が
、
多
く
の
意
見
は
予
算
要

求
の
縮
減
。
本
事
業
は
、
緊

急
性
の
あ
る
、
投
資
効
果
の

高
い
も
の
に
絞
り
込
む
べ
き

と
の
意
見
が
多
く
、
水
産
資

源
の
回
復
に
重
点
を
移
す
べ

き
と
の
意
見
も
あ
っ
た
。
よ

っ
て
、
Ｗ
Ｇ
で
は
、
こ
の
よ

う
な
重
点
化
を
図
る
と
と
も

に
、
１０
％
程
度
の
予
算
要
求

の
縮
減
を
図
る
こ
と
が
結

論
」
と
い
う
も
の
。

２７
日
に
は
第
３
Ｗ
Ｇ
に
よ

る
漁
村
振
興
関
係
の
「
強
い

水
産
業
づ
く
り
交
付
金
」「
離

島
漁
業
再
生
支
援
交
付
金
」

に
つ
い
て
仕
分
け
が
行
わ

れ
、
「
３
分
の
１
程
度
の
予

算
要
求
の
縮
減
」
と
の
大
変

厳
し
い
評
価
結
果
が
示
さ
れ

た
。今

後
は
、
仕
分
け
結
果
を

踏
ま
え
行
政
刷
新
会
議
で
全

体
を
検
討
し
、
更
に
財
務
省

で
予
算
査
定
作
業
が
行
わ

れ
、
年
末
３０
日
に
２２
年
度
予

算
の
概
算
閣
議
決
定
が
な
さ

れ
る
予
定
。
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漁
港
漁
場
漁
村
整
備
促
進

議
員
連
盟
（
会
長
・
衛
藤
征

士
郎
衆
議
院
議
員
）
は
、
１１

月
２６
日
午
前
１１
時
か
ら
自
民

党
本
部
に
お
い
て
、
平
成
２１

年
度
第
１
回
目
の
役
員
会
を

開
催
し
た
。

衛
藤
会
長
の
挨
拶
の
後
、

北
村
誠
吾
事
務
局
長
（
衆

議
院
議
員
）
の
司
会
進
行
で

会
議
が
進
め
ら
れ
、
ま
ず
会

員
の
現
状
（
衆
議
院
５７
名
、

参
議
院
３１
名
、
計
８８
名
）
が

報
告
さ
れ
た
後
、
欠
員
と
な

っ
て
い
た
副
会
長
２
名
と
幹

事
長
の
補
充
を
議
題
と
し

た
。
衛
藤
会
長
よ
り
、

新
た
な
副
会
長
は
、

顧
問
を
務
め
て
い
た
高
村
正

彦
衆
議
院
議
員
と
額
賀
�
志

郎
衆
議
院
議
員
に
、
ま
た
幹

事
長
は
河
村
建
夫
衆
議
院
議

員
に
委
嘱
し
た
と
の
説
明
が

な
さ
れ
た
。

次
に
、
平
成
２２
年
度
水
産

基
盤
整
備
事
業
予
算
の
概
算

要
求
及
び
事
業
仕
分
け
の
状

況
に
つ
い
て
、
橋
本
牧
水
産

庁
漁
港
漁
場

整
備
部
長
か

ら
説
明
が
行

わ
れ
、
２２
年

度
要
求
は
前

年
度
比
１５
％

削
減
と
す
る

中
で
、
ス
ト

ッ
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
等
に

予
算
の
重
点

化
を
図
っ
て

い
る
こ
と
等
が
説
明
さ
れ

た
。説

明
終
了
後
、
出
席
し
た

議
員
か
ら
「
予
算
の
削
減
は
、

漁
業
地
域
の
混
乱
を
招
く
こ

と
に
な
る
」
等
予
算
削
減
を

懸
念
す
る
意
見
や
事
業
仕
分

け
へ
の
批
判
意
見
が
あ
り
、

意
見
交
換
の
結
果
、
同
議
連

で
水
産
基
盤
整
備
事
業
予
算

の
確
保
と
漁
港
漁
場
漁
村
整

備
の
推
進
な
ど
を
盛
り
込
ん

だ
緊
急
特
別
決
議
を
と
り
ま

と
め
、
政
府
や
自
民
党
内
に

働
き
か
け
る
こ
と
を
決
め

た
。
決
議
の
内
容
は
、
別
掲

の
と
お
り
で
あ
り
、
１１
月
３０

日
に
衛
藤
会
長
、
北
村
事
務

局
長
、
額
賀
副
会
長
の
秘
書

ら
が
財
務
省
と
水
産
庁
を
訪

れ
、
平
成
２２
年
度
の
水
産
基

盤
整
備
事
業
予
算
は
少
な
く

と
も
２１
年
度
当
初
及
び
補
正

予
算
の
合
計
額
１
５
３
１
億

円
を
確
保
す
べ
き
で
あ
る
と

し
、
関
係
施
策
が
実
現
さ
れ

る
よ
う
強
く
申
し
入
れ
を
行

っ
た
。

漁
港
・
漁
場
・
漁
村
の
整
備
促
進
に
関
す
る
緊
急
特
別
決
議

我
が
国
の
水
産
業
・
漁
村
に
つ
い
て
は
、
低
水
準
に
あ
る
水
産
資
源
、

就
業
者
の
高
齢
化
等
に
加
え
、
昨
今
の
大
変
厳
し
い
経
済
状
況
の
も
と

で
の
水
産
物
価
格
の
下
落
や
高
水
準
の
燃
油
価
格
等
に
よ
っ
て
、
一
段

と
活
力
の
低
下
が
進
む
こ
と
が
憂
慮
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
水
産
物
の
安
全
性
・
品
質
に
対
す
る
消
費
者
の
関
心
へ
の
対

応
、
漁
港
施
設
や
産
地
市
場
の
老
朽
化
な
ど
多
く
の
課
題
に
直
面
し
て

い
る
。

こ
の
よ
う
な
課
題
に
適
切
に
対
処
し
て
い
く
た
め
に
は
、
他
の
水
産

施
策
と
連
携
し
つ
つ
、
漁
港
、
漁
場
及
び
漁
村
の
整
備
を
積
極
的
に
推

進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
平
成
二
十
二
年
度
水
産
基
盤
整
備
事
業
予
算
要
求

額
は
、
二
十
一
年
度
当
初
予
算
に
比
べ
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
（
補
正
後
対

比
三
十
四
パ
ー
セ
ン
ト
）
の
大
幅
削
減
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と

は
断
じ
て
容
認
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
で
は
、
水
産
業
が
直
面
す
る
課
題
に
的
確
に
対
処

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
漁
業
地
域
に
と
っ
て
大
き
な
打
撃
と
な
る

ば
か
り
か
、
国
民
に
安
全
・
安
心
な
水
産
物
を
安
定
的
に
供
給
す
る
体

制
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
困
難
と
な
る
。

つ
い
て
は
、
左
記
の
施
策
を
実
施
す
る
た
め
に
、
平
成
二
十
二
年
度

水
産
基
盤
整
備
事
業
予
算
は
、
最
低
で
も
本
年
度
予
算
で
あ
る
一
、
五

三
一
億
円
を
確
保
す
べ
き
で
あ
る
。記

一

水
産
資
源
の
向
上
を
図
る
た
め
必
要
な
漁
場
整
備
の
推
進
と
藻
場

・
干
潟
の
保
全
・
回
復

一

安
全
・
安
心
な
水
産
物
を
供
給
し
水
産
物
の
付
加
価
値
を
高
め
る

た
め
の
衛
生
管
理
強
化
と
生
産
・
流
通
機
能
の
高
度
化

一

漁
村
の
地
震
津
波
等
の
災
害
に
対
す
る
安
全
性
強
化
と
集
落
排
水

の
処
理
な
ど
生
活
環
境
の
向
上
及
び
漁
港
施
設
等
の
老
朽
化
対
策
の

推
進

右
決
議
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
一
月
二
十
六
日漁

港
漁
場
漁
村
整
備
促
進
議
員
連
盟

会

長

衛
藤
征
士
郎

副
会
長

高
村

正
彦

副
会
長

額
賀
�
志
郎

副
会
長

青
木

幹
雄

幹
事
長

河
村

建
夫

事
務
局
長

北
村

誠
吾

第
２１
回
水
産
政
策
審
議
会

漁
港
漁
場
整
備
分
科
会
が
、

１１
月
２６
日
午
後
１
時
３０
分
か

ら
水
産
庁
中
央
会
議
室
に
お

い
て
開
催
さ
れ
、
漁
港
の
指

定
内
容
の
変
更
及
び
漁
港
の

指
定
の
取
り
消
し
に
つ
い
て

（
諮
問
第
１
６
８
号
）
と
、
行

政
不
服
審
査
請
求
に
つ
い
て

（
諮
問
第
１
６
３
号
、第
１
６

４
号
）の
審
議
を
行
い
、水
産

政
策
審
議
会
会
長
か
ら
農
林

水
産
大
臣
に
答
申
し
た
。

諮
問
第
１
６
８
号
は
、
北

海
道
根
室
市
の
歯
舞
漁
港

（
第
４
種
）
、
隣
接
す
る
温

根
元
（
お
ん
ね
も
と
）
漁
港

（
第
１
種
）
及
び
珸
瑶
瑁
（
ご

よ
う
ま
い
）
漁
港
（
第
１
種
）

の
３
漁
港
を
利
用
す
る
漁
船

の
周
年
を
通
じ
た
安
全
確
保

を
図
る
と
と
も
に
、
効
率
的

な
漁
港
整
備
と
管
理
を
図
る

観
点
か
ら
、
３
漁
港
を
合
併

し
て
「
歯
舞
漁
港
」
と
し
、

歯
舞
地
区
、
温
根
元
地
区
、

珸
瑶
瑁
地
区
の
３
分
区
構
成

と
す
る
こ
と
に
関
す
る
も

の
。
審
議
の
結
果
、
諮
問
の

と
お
り
実
施
す
る
こ
と
が
適

当
で
あ
る
旨
答
申
さ
れ
た
。

続
い
て
、
諮
問
第
１
６
３

号
の
千
葉
県
銚
子
漁
港
に
お

け
る
漁
港
管
理
者
で
あ
る
千

葉
県
が
な
し
た
帆
船
の
移
動

を
求
め
る
通
知
に
係
る
行
政

不
服
審
査
請
求
と
、
第
１
６

４
号
の
銚
子
漁
港
に
お
け
る

漁
港
管
理
者
で
あ
る
千
葉
県

が
な
し
た
千
葉
県
知
事
の
勧

告
書
に
係
る
行
政
不
服
審
査

請
求
に
つ
い
て
審
議
し
た
。

審
議
の
結
果
、
審
査
請
求

人
に
対
し
て
帆
船
の
移
動
を

求
め
る
千
葉
県
知
事
の
通

知
、
及
び
千
葉
県
知
事
が
発

出
し
た
不
法
係
留
の
是
正
を

求
め
る
勧
告
書
は
、
い
ず
れ

も
直
接
国
民
の
権
利
義
務
に

関
係
す
る
法
律
上
の
効
果
を

発
生
さ
せ
る
も
の
で
は
な

く
、
漁
港
漁
場
整
備
法
第
４３

条
第
１
項
に
基
づ
く
審
査
請

求
の
対
象
と
な
る
行
政
庁
の

処
分
に
は
該
当
し
な
い
こ
と

か
ら
、
本
件
請
求
は
審
査
請
求

の
対
象
と
な
ら
な
い
等
の
理

由
に
よ
り
、審
査
請
求
そ
の
も

の
を
認
め
な
い
も
の
と
し
、

却
下
す
る
こ
と
を
妥
当
と
す

る
旨
の
答
申
が
行
わ
れ
た
。

水
産
庁
、
神
奈
川
県
及
び

社
団
法
人
全
国
漁
港
漁
場
協

会
の
主
催
に
よ
る
「
第
８
回

全
国
漁
港
漁
場
整
備
技
術
研

究
発
表
会
」
が
、
１１
月
１９
日
、

２０
日
の
２
日
間
に
亘
っ
て
、
神

奈
川
県
下
で
開
催
さ
れ
た
。

第
１
日
目
の
技
術
研
究
発

表
会
は
、
横
浜
市
の
「
神
奈

川
県
民
ホ
ー
ル
」で
行
わ
れ
、

全
国
か
ら
漁
港
漁
場
関
係
者

２
４
３
名
が
出
席
し
た
。

開
会
式
で
は
、
主
催
者
を

代
表
し
て
�
吉
晋
吾
水
産
庁

漁
港
漁
場
整
備
部
整
備
課

長
、
石
黒
順
一
神
奈
川
県
環

境
農
政
部
長
、
田
中
潤
兒
全

国
漁
港
漁
場
協
会
会
長
が
そ

れ
ぞ
れ
挨
拶
し
た
。

次
に
、
東
京
海
洋
大
学
海

洋
科
学
部
の
馬
場
治
教
授
に

よ
る
「
沿
岸
漁
村
の
振
興
方

策
を
考
え
る
―
新
た
な
地
域

営
漁
に
向
け
て
」
と
題
す
る

基
調
講
演
が
行
わ
れ
た
。

続
い
て
、藻
場
造
成
、衛
生

管
理
型
漁
港
、
漁
港
漁
場
の

造
成
技
術
、
災
害
復
旧
事
業

な
ど
１２
題
の
一
般
発
表
が
行

わ
れ
た
。
各
発
表
者
が
パ
ワ

ー
ポ
イ
ン
ト
を
用
い
て
わ
か

り
や
す
く
発
表
し
、
参
加
者

か
ら
質
問
が
多
数
出
さ
れ
、

活
気
あ
る
発
表
会
と
な
っ
た
。

第
２
日
目
の
現
地
視
察

は
、
１
２
８
名
の
参
加
者
が

バ
ス
３
台
に
分
乗
、
研
究
発

表
の
対
象
と
な
っ
た
藤
沢
市

の
片
瀬
漁
港
（
第
１
種
）
、

小
田
原
市
の
小
田
原
漁
港

（
第
３
種
）
を
視
察
し
、
神

奈
川
県
西
部
漁
港
事
務
所
担

当
者
や
漁
協
役
職
員
か
ら
説

明
を
受
け
た
。
こ
こ
で
も
活

発
な
質
問
と
応
答
が
行
わ

れ
、
視
察
も
成
功
裏
に
終
了

し
、
小
田
原
駅
と
横
浜
駅
で

解
散
し
た
。

一
般
発
表
の
内
容
は
次
の

と
お
り
（
敬
称
略
）。

�
市
民
参
加
に
よ
る
漁
港
づ

く
り
に
つ
い
て
（
神
奈
川
県

藤
沢
市
経
済
部
農
業
水
産
課

・
伊
勢
田
実
）

�
漁
村
に
お
け
る
Ｃ
Ｏ
２
排

出
・
削
減
に
か
か
る
評
価
と

削
減
対
策
と
し
て
の
水
産
基

盤
整
備
の
あ
り
方
（
北
海
道

旧
南
茅
部
町
を
モ
デ
ル
と
し

て
）
（
国
土
交
通
省
北
海
道

開
発
局
函
館
開
発
建
設
部
・

上
杉
智
）

�
人
工
リ
ー
フ
へ
の
カ
ジ
メ

藻
場
移
植
と
群
落
の
拡
大

（
神
奈
川
県
水
産
課
・
木
下

淳
司
）

�
人
工
礁
に
お
け
る
海
藻
植

生
の
経
年
変
化
に
つ
い
て

（
	
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ

ー
東
北
区
水
産
研
究
所
・
村

岡
大
祐
）



有
性
生
殖
に
よ
る
サ
ン
ゴ

増
殖
の
手
引
き
に
つ
い
て

（
水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部

整
備
課
・
塚
本
邦
芳
）

�
湖
沼
の
漁
場
改
善
技
術
開

発
に
つ
い
て
（
水
産
庁
漁
港

漁
場
整
備
部
計
画
課
・
楠
富

寿
夫
）

�
漁
業
集
落
排
水
施
設
処
理

水
へ
の
ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
対
策

に
関
す
る
導
入
手
法
に
つ
い

て
（
�
漁
港
漁
場
漁
村
技
術

研
究
所
第
２
調
査
研
究
部
・

大
賀
之
総
）


衛
生
管
理
に
配
慮
し
た
博

多
漁
港
荷
さ
ば
き
所
の
整
備

に
つ
い
て
（
福
岡
市
農
林
水

産
局
中
央
卸
売
市
場
市
場
課

・
林
田
太
一
）

�
海
水
交
換
型
防
波
堤
に
つ

い
て
（
広
島
県
農
林
水
産
局

水
産
課
・
幡
司
祐
二
）

�
平
成
１８
年
度
災
大
畑
漁
港

災
害
復
旧
事
業
に
お
け
る
迅

速
な
復
旧
に
つ
い
て
（
青
森

県
水
産
局
漁
港
漁
場
整
備
課

・
成
田
鉄
也
）

�
狭
隘
な
岸
壁
に
お
け
る
耐

震
強
化
工
事
の
実
施
例
に
つ

い
て
（
神
奈
川
県
西
部
漁
港

事
務
所
工
務
課
・
廣
井
哲

也
）

�
水
産
基
盤
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
お
け
る
機
能
保

全
計
画
に
つ
い
て
（
�
漁
港

漁
場
漁
村
技
術
研
究
所
第
１

調
査
研
究
部
・
保
坂
三
美
）

平成２１年１２月１５日 発行

毎月 １回１５日発行

編集兼
発行人

社団法人 全国漁港漁場協会
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東京都港区赤坂１－９－１３三会堂ビル８階

電話 東京（５１１４）９９８１

定価 １部 ７０円
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漁港は
魚の保育園

第
２１
回
漁
港
漁
場
整
備
分
科
会
開
か
れ
る

水
産
基
盤
整
備
１０
％
程
度

事業仕分けで厳しい評価

�����������

漁
村
振
興
関
係
３
分
の
１
程
度

水
産
政
策
審
議
会

予算要求縮減

第８回

全
国
漁
港
漁
場
整
備
技
術
研
究
発
表
会
を
開
催

漁 港 漁 場 月 報

２２２２
年年
度度
予予
算算
確確
保保
でで
申申
しし
入入
れれ

漁
港
漁
場
漁
村
整
備
促
進
議
員
連
盟

昭和３０年４月８日第三種郵便物認可

挨拶する衛藤会長と議員連盟の幹部

片瀬漁港を視察

水産庁に申し入れをする
衛藤会長、北村事務局長

石黒環境農政部長

��� �����

挨拶する�吉課長



全
国
海
岸
事
業
促
進
連
合

協
議
会
（
会
長
・
堀
川
清
司

東
京
大
学
名
誉
教
授
）
主
催

の
第
１３
回
海
岸
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
、
１１
月
６
日
午
後
１
時

か
ら
東
京
都
内
の
新
宿
明
治

安
田
生
命
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
、
地
方
自
治
体
や
団
体
職

員
な
ど
全
国
か
ら
海
岸
事
業

関
係
者
約
２
５
０
名
が
参
加

し
た
。

島
国
の
日
本
は
、

地
球
温
暖
化
に
伴
う

気
候
変
動
や
海
面
上

昇
で
大
き
な
影
響
を

受
け
る
懸
念
が
あ

り
、
特
に
人
口
や
資

産
が
集
積
し
様
々
な

活
動
が
行
わ
れ
て
い

る
沿
岸
域
へ
の
影
響

を
最
小
限
に
抑
え
る

こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。今

回
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
は
「
地
球
温
暖
化
へ
の

適
応
策
」を
メ
イ
ン
・
テ
ー
マ

に
、安
全
・
安
心
の
確
保
と
良

好
な
環
境
を
次
世
代
に
継
承

す
る
に
は
、
今
か
ら
何
を
す

べ
き
か
を
考
え
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。

は
じ
め
に
、
主
催
者
を
代

表
し
て
堀
川
会
長
が
挨
拶
し

「
今
年
は
、
国
内
外
で
大
雨

や
台
風
に
よ
る
水
害
や
土
砂

災
害
、
地
震
・
津
波
災
害
が

多
く
発
生
し
た
。
ま
た
、
伊

勢
湾
台
風
被
害
か
ら
５０
年
目

に
当
た
り
、
高
潮
、
津
波
等

の
災
害
へ
の
備
え
を
再
点
検

し
た
い
。
海
岸
保
全
施
設
の

老
朽
化
対
策
、
地
震
津
波
や

台
風
な
ど
の
複
合
災
害
を
考

慮
し
た
対
策
も
必
要
。
温
暖

化
に
よ
る
海
面
上
昇
へ
の
計

画
的
な
対
応
策
、
大
規
模
災

害
時
の
避
難
の
あ
り
方
の
検

討
、
防
災
と
環
境
保
全
と
の

バ
ラ
ン
ス
確
保
な
ど
重
要
な

課
題
が
多
い
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
通
じ
、
海
岸
保
全
の
重

要
性
へ
の
認
識
を
深
め
て
欲

し
い
」
と
挨
拶
し
た
。

河
田
関
西
大
教
授
が

講
演次

に
、
河
田
惠
昭
関
西
大

学
環
境
都
市
工
学
部
教
授

が
、
「
地
球
の
温
暖
化
と
海

岸
災
害
」
と
題
し
て
、
今
後

の
海
岸
災
害
の
防
災
・
減
災

対
策
の
基
本
的
考
え
方
に
つ

い
て
講
演
し
た
。

河
田
教
授
は
、
今
後
台
風

の
強
大
化
に
よ
る
強
風
・
高

波
の
広
範
囲
・
長
時
間
化
や
、

海
面
上
昇
の
影
響
に
よ
る
海

岸
侵
食
発
生
の
加
速
化
が
予

想
さ
れ
る
と
説
明
。
海
岸
線

が
長
い
日
本
で
は
、
全
て
の

高
波
災
害
の
防
御
は
困
難

で
、
今
後
は
被
害
の
進
行
を

遅
ら
せ
る
事
業
の
実
施
、
わ

か
り
や
す
い
警
報
等
の
発
令

で
事
前
に
危
険
を
回
避
す
る

方
法
の
検
討
、
計
画
高
潮
の

見
直
し
や
、
最
悪
の
シ
ナ
リ

オ
を
住
民
に
周
知
徹
底
し
て

警
報
発
令
下
で
早
期
避
難
を

確
実
に
行
わ
せ
る
こ
と
等
が

必
要
だ
と
強
調
し
た
。

ま
た
、
防
波
堤
や
水
門
等

の
補
修
・
管
理
の
徹
底
的
な

実
施
や
、
人
工
島
等
の
地
盤

沈
下
情
報
を
開
示
し
将
来
の

姿
を
示
す
こ
と
も
災
害
対
策

に
重
要
と
述
べ
た
。

さ
ら
に
、
災
害
発
生
時
の

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
は
道
路
で
あ

り
、
高
潮
災
害
等
の
発
生
を

想
定
し
た
道
路
整
備
が
不
可

欠
だ
と
強
調
し
た
。

地
球
温
暖
化
へ
の
適
応

策
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

続
い
て
、
山
�
登
Ｎ
Ｈ
Ｋ

解
説
副
委
員
長
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
に
、
小
室
広
佐
子

東
京
国
際
大
学
准
教
授
、
田

島
芳
満
東
京
大
学
大
学
院
工

学
系
研
究
科
准
教
授
、
中
田

薫
独
立
行
政
法
人
水
産
総
合

研
究
セ
ン
タ
ー
中
央
水
産
研

究
所
海
洋
生
産
部
長
、
吉
田

隆
気
象
庁
地
球
温
暖
化
対
策

調
整
官
の
４
人
を
パ
ネ
リ
ス

ト
と
し
て
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
は
、「
今

後
世
界
の
平
均
水
面
が
確
実

に
上
昇
し
、
台
風
が
強
大
化

す
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
将
来

予
測
に
基
づ
く
対
策
と
、
現

在
起
こ
っ
て
い
る
自
然
災
害

へ
の
対
策
と
そ
の
改
良
が
重

要
（
吉
田
氏
）」
「
情
報
の
送

り
手
の
意
志
に
反
し
、
情
報

が
そ
の
ま
ま
受
け
取
ら
れ
な

い
又
は
受
け
取
ら
な
い
場
合

が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
災

害
情
報
の
提
供
や
対
策
を
工

夫
し
効
果
を
上
げ
る
こ
と
が

重
要
で
、
ま
た
社
会
的
合
意

に
基
づ
き
必
要
な
対
策
を
行

う
必
要
が
あ
る
（
小
室
氏
）」

「
被
災
の
集
中
を
踏
ま
え
、

メ
リ
ハ
リ
の
つ
い
た
点
検
・

補
修
等
ハ
ー
ド
面
の
投
資
が

重
要
で
、
そ
の
た
め
に
も
正

確
な
予
測
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

が
必
要
（
田
島
氏
）」
「
温
暖

化
に
伴
い
水
産
環
境
に
も

様
々
な
変
化
が
生
じ
て
い

る
。
温
暖
化
へ
の
適
応
に
は

災
害
時
だ
け
で
な
く
平
時
の

工
夫
が
必
要
で
、
災
害
対
策

の
検
討
に
際
し
て
は
他
分
野

と
の
連
携
も
必
要
（
中
田

氏
）」
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
踏

ま
え
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
山
�
氏
が
、
「
地
球
温
暖

化
に
係
わ
ら
ず
、
人
の
暮
ら

し
と
安
全
を
脅
か
す
災
害
に

は
、
必
要
な
ハ
ー
ド
と
ソ
フ

ト
で
備
え
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
地
球
温
暖
化
に
関
係
す

る
各
種
情
報
を
丁
寧
に
出
し

て
も
ら
い
、
皆
で
こ
の
問
題

へ
の
対
応
を
考
え
て
い
く
こ

と
が
必
要
だ
」
と
と
り
ま
と

め
た
。

１０
月
及
び
１１
月
に
、
韓
国

の
漁
港
等
視
察
調
査
団
、
台

湾
の
観
光
漁
港
等
に
関
す
る

研
修
団
が
計
３
組
来
日
し
、

各
地
の
漁
港
や
関
連
施
設
を

訪
れ
、
漁
港
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ

リ
ー
ナ
、
水
産
物
販
売
施
設

な
ど
漁
村
活
性
化
関
連
施
設

の
整
備
状
況
、

利
用
状
況
の
視

察
調
査
、
研
修
を
行
っ
た
。

韓
國
漁
村
漁
港
協
會
の
視

察
調
査
団

北
九
州
市
脇
田
漁
港
、
長
崎

市
南
風
泊
漁
港
等
を
訪
問

特
殊
法

人
韓
國
漁

村
漁
港
協

會
の
漁
港

地
域
の
活

性
化
に
関

す
る
視
察

調
査
団
１７

人
（
団
長

・
鄭
容
均

農
林
水
産

食
品
部
水

産
開
発
課

書
記
官
）

が
１０
月
１４

日
に
来
日
、
同
日
午
後
北
九

州
市
若
松
区
の
脇
田
（
わ
い

た
）
漁
港
を
訪
れ
た
。
一
行

は
、
直
販
所
「
汐
入
の
里
」

や
フ
ィ
ッ
シ
ャ
リ
ー
ナ
建
設

場
所
、
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
を
視

察
し
北
九
州
市
職
員
の
説
明

を
受
け
た
後
、
脇
田
漁
村
セ

ン
タ
ー
大
研
修
室
で
、
脇
田

漁
協
組
合
長
か
ら
漁
協
の
概

要
説
明
を
、
ま
た
北
九
州
市

職
員
か
ら
市
の
漁
業
と
漁
港

・
漁
場
整
備
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
、
積
極
的
か
つ
熱
心

に
質
問
し
た
。
そ
の
後
、
海

釣
り
桟
橋
、
海
水
浴
場
・
ボ

ー
ド
ウ
ォ
ー
ク
を
夕
刻
ま
で

視
察
し
た
。

翌
１５
日
は
、
長
崎
市
高
島

の
南
風
泊
漁
港
、
飛
島
磯
釣

り
公
園
を
訪
問
、
高
島
行
政

セ
ン
タ
ー
長
ら
長
崎
市
職
員

と
西
彼
南
部
漁
協
の
職
員
に

よ
る
案
内
で
視
察
・
調
査
を

行
っ
た
。

靈
光
（
ヨ
ン
ガ
ン
）
郡
の

視
察
調
査
団

天
草
市
樋
合
漁
港
、
神
戸

市
垂
水
漁
港
、
三
浦
市
三

崎
漁
港
を
視
察

韓
国
靈
光
郡
庁
職
員
と
郡

内
漁
村
契
長
ら
計
１５
名
の
漁

港
視
察
調
査
団
が
、
日
本
の

漁
港
・
海
洋
の
観
光
開
発
、

多
機
能
漁
港
の
施
設
及
び
運

営
方
法
等
に
関
す
る
資
料
収

集
等
の
目
的
で
１１
月
９
日
に

来
日
し
た
。

一
行
は
、
９
日
に
天
草
の

樋
合
漁
港
と
天
草
フ
ィ
ッ
シ

ャ
リ
ー
ナ
を
訪
問
、
熊
本
県

漁
港
漁
場
整
備
課
職
員
の
案

内
で
施
設
等
を
視
察
、
フ
ィ

ッ
シ
ャ
リ
ー
ナ
の
運
営
等
の

概
要
説
明
を
受
け
た
。

１１
日
は
神
戸
市
の
垂
水
漁

港
及
び
マ
リ
ン
ピ
ア
等
を
訪

問
。
神
戸
市
産
業
振
興
課
職

員
の
案
内
と
説
明
を
受
け

た
。１２

日
は
三
浦
市
の
三
崎
漁

港
を
訪
問
、
神
奈
川
県
東
部

漁
港
事
務
所
員
の
案
内
で
、

漁
港
や
市
場
、
「
う
ら
り
」

な
ど
を
熱
心
に
視
察
し
た
。

台
湾
の
研
修
団

鋸
南
町
保
田
漁
港
、
三
崎
漁

港
、
広
島
県
下
の
フ
ィ
ッ
シ

ャ
リ
ー
ナ
等
を
訪
問

台
湾
行
政
院
農
業
委
員
会

漁
業
署
企
画
組
の
陳
文
深
技

正
及
び
交
通
部
観
光
局
職
員

２
名
の
研
修
団
が
１０
月
２０
日

に
来
日
し
、
「
観
光
漁
港
へ

の
転
換
に
伴
う
実
行
シ
ス
テ

ム
と
海
洋
利
用
の
協
調
と
管

理
」
に
関
す
る
調
査
や
研
修

を
行
っ
た
。
現
地
研
修
に
は
、

台
北
駐
日
経
済
代
表
処
の
依

頼
を
受
け
、
全
国
漁
港
漁
場

協
会
か
ら
福
田
業
務
課
長
が

同
行
し
た
。

一
行
は
、
２１
日
か
ら
３０
日

ま
で
、
水
産
庁
漁
港
漁
場
整

備
部
、
�
漁
港
漁
場
漁
村
技

術
研
究
所
、
�
海
洋
レ
ジ
ャ

ー
安
全
・
振
興
協
会
等
を
訪

れ
漁
港
の
整
備
・
管
理
、
都

市
漁
村
交
流
、
「
海
の
駅
」

な
ど
の
説
明
を
受
け
た
ほ

か
、
千
葉
県
鋸
南
町
の
保
田

漁
港
、
神
奈
川
県
三
崎
漁
港
、

横
浜
市
の
本
牧
海
釣
り
公
園

等
を
視
察
し
て
説
明
を
受
け

た
。ま

た
、
広
島
県
に
も
足
を

伸
ば
し
、
広
島
県
庁
、
尾
道

市
役
所
瀬
戸
田
支
所
、
観
音

マ
リ
ー
ナ
、
マ
リ
ー
ナ
ホ
ッ

プ
、
五
日
市
フ
ィ
ッ
シ
ャ
リ

ー
ナ
な
ど
を
訪
問
し
、
各
施

設
の
利
用
や
管
理
の
状
況
、

観
光
客
誘
致
の
取
り
組
み
等

を
聴
取
し
た
。

こ
の
度
の
視
察
調
査
団
、

研
修
団
に
つ
い
て
は
、
訪
問

先
の
水
産
庁
、
県
庁
及
び
漁

港
管
理
事
務
所
、
市
役
所
、

漁
業
協
同
組
合
、
並
び
に
各

県
漁
港
漁
場
協
会
な
ど
漁
港

漁
場
関
係
団
体
の
方
々
に
多

大
な
る
協
力
を
頂
い
た
。

�
漁
港
漁
場
漁
村
技
術
研

究
所
（
影
山
智
将
理
事
長
）

は
、
１２
月
１
日
午
後
１
時
よ

り
都
内
港
区
の
発
明
会
館
ホ

ー
ル
で
、
第
４
回
調
査
研
究

成
果
発
表
会
を
開
催
し
、
漁

港
漁
場
漁
村
関
係
者
ら
約
２

０
０
名
が
参
加
し
た
。

影
山
理
事
長
の
挨
拶
、
来

賓
の
橋
本
牧
水
産
庁
漁
港
漁

場
整
備
部
長
に
よ
る
挨
拶
の

後
、
論
文
発
表
が
行
わ
れ
、

研
究
所
の
研
究
員
ら
が
「
産

業
連
関
分
析
手
法
の
事
業
評

価
へ
の
適
用
」
「
海
水
交
換

型
防
波
堤
に
作
用
す
る
外
力

分
布
の
解
明
」
「
人
工
魚
礁

に
蝟
集
す
る
マ
ア
ジ
の
行
動

解
析
」
「
高
齢
化
時
代
に
対

応
し
た
漁
村
社
会
に
お
け
る

減
災
方
策
検
討
の
た
め
の
調

査
研
究
」
に
つ
い
て
発
表
し

た
。次

に
、
長
野
大
学
環
境
ツ

ー
リ
ズ
ム
学
部
の
大
野
晃
教

授
が
「
限
界
集
落
と
地
域
再

生
」
と
題
す
る
基
調
講
演
を

行
い
、
農
山
村
に
お
い
て
高

齢
化
が
進
む
に
つ
れ
、
近
い

将
来
消
滅
の
可
能
性
の
あ
る

限
界
集
落
が
増
え
る
こ
と
、

そ
の
防
止
策
と
地
域
再
生
の

必
要
性
に
つ
い
て
講
演
し

た
。続

い
て
「
こ
の
ま
ま
で
よ

い
の
か
！
～
漁
業
地
域
の
再

生
を
考
え
る
～
」
を
テ
ー
マ

と
し
て
、
婁
小
波
東
京
海
洋

大
学
教
授
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

同
研
究
所
の
研
究
員
ら
が

「
漁
村
の
限
界
集
落
の
現
状
」

「
漁
業
就
業
者
の
減
少
要
因
」

「
大
規
模
漁
場
整
備
に
よ
る

漁
業
の
再
生
―
漁
業
者
と
一

体
と
な
っ
た
漁
場
整
備
の
推

進
」に
つ
い
て
話
題
提
供
し
、

大
野
教
授
、
知
床
羅
臼
町
観

光
協
会
事
務
局
長
の
三
浦
里

沙
氏
、
島
根
県
海
士
町
産
業

創
出
課
長
の
大
江
和
彦
氏
、

江
森
正
典
氏
小
田
原
市
漁
協

所
属
漁
業
者
の
江
森
正
典

氏
、
本
田
直
久
水
産
庁
防
災

漁
村
課
長
ら
を
パ
ネ
ラ
ー
に

総
合
討
論
を
行
っ
た
。

三
浦
、
大
江
、
江
森
の
各

氏
か
ら
の
海
業
の
振
興
や
水

産
加
工
・
流
通
の
改
善
に
よ

る
漁
村
地
域
の
活
性
化
等
に

関
す
る
取
り
組
み
の
現
状
や

課
題
が
話
さ
れ
、
会
場
か
ら

も
意
見
が
出
さ
れ
る
な
ど
、

漁
村
振
興
方
策
に
つ
い
て
予

定
時
刻
を
延
長
し
て
意
見
交

換
が
行
わ
れ
た
。

�
長
崎
県
漁
港
漁
場
協
会

（
会
長
理
事
・
井
上
俊
昭
新

上
五
島
町
長
）
の
機
関
誌
「
水

産
開
発
」
が
、
昭
和
５３
年
９

月
の
創
刊
以
来
１
０
０
号
を

超
え
、
本
年
９
月
で
１
０
３

号
と
な
っ
た
。

同
誌
は
、
栽
培
漁
業
の
推

進
と
沿
岸
漁
場
の
整
備
開
発

を
促
進
し
、
沿
岸
漁
業
の
安

定
的
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と

を
目
的
に
昭
和
５３
年
７
月
に

設
立
さ
れ
た
�
長
崎
県
水
産

開
発
協
会
の
機
関
誌
と
し
て

創
刊
。
以
後
、
人
工
魚
礁
漁

場
の
整
備
開
発
や
栽
培
漁
業

に
関
す
る
新
技
術
研
究
開
発

の
情
報
な
ど
、
各
種
情
報
を

会
員
に
提
供
し
て
き
た
。

そ
の
後
、
漁
港
漁
場
整
備

法
の
成
立
や
漁
港
・
漁
場
の

一
体
的
な
整
備
へ
の
移
行
を

契
機
に
、
平
成
１７
年
４
月
に

設
立
さ
れ
た
長
崎
県
漁
港
漁

場
協
会
の
機
関
誌
と
な
り
、

漁
港
・
漁
場
等
の
総
合
的
整

備
や
合
理
的
利
用
の
促
進
、

水
産
資
源
の
適
切
な
保
存
管

理
、
漁
場
環
境
の
保
全
な
ど
、

長
崎
県
の
水
産
業
発
展
と
地

域
活
性
化
に
寄
与
す
る
様
々

な
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。

長
崎
県
漁
港
漁
場
協
会
で

は
、
１
０
０
号
を
超
え
た
こ

と
を
契
機
に
、
水
産
資
源
の

維
持
増
大
に
重
要
な
関
わ
り

を
持
つ
藻
場
づ
く
り
な
ど
地

球
環
境
に
や
さ
し
い
水
産
基

盤
整
備
に
関
す
る
情
報
や
、

人
工
魚
礁
漁
場
の
利
用
を
促

進
し
、
漁
業
の
生
産
性
向
上

に
役
立
つ
き
め
細
か
な
情
報

の
提
供
に
努
め
る
な
ど
、
更

に
内
容
の
拡
充
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
し
て
い
る
。

１１
月
９
日
（
月
）

漁
船
保
険
中
央
会
会

長
理
事
上
野
新
作
氏

１１
月
１８
日
（
水
）

島
根
県
農
林
水
産
部

次
長
的
場
実
氏

全
国
漁
港
漁
場
協
会

野
口
業
務
部
長
、
福
田

業
務
課
長
、
金
刺
主
事

は
神
奈
川
県
へ
出
張

１１
月
２４
日
（
火
）

全
国
漁
港
漁
場
協
会

福
田
業
務
課
長
は
岩
手

県
へ
出
張

通算１００号を超えた
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機関誌「水産開発」

�社長崎県漁港漁場協会

「
地
球
温
暖
化
へ
の
適
応
策
」を
テ
ー
マ
に
開
催

「水産開発」

シンポジウムの様子

第
４
回
調
査
研
究
成
果
発
表
会
を
開
催

挨拶する堀川会長

�財
漁
港
漁
場
漁
村
技
術
研
究
所

漁 港 漁 場 月 報

漁港視察調査団、研修団が来日

韓國漁村漁港協會の視察調査団一行（脇田漁港で）

昭和３０年４月８日第三種郵便物認可

韓韓国国、、台台湾湾のの

三浦市役所で説明を聞く台湾の研修団

自
１１
月
１
日

漁漁

港港

往往

来来

至
１１
月
３０
日

���


